
切除不能膵退形成癌の治療成績に関する多施設共同後ろ向き観察研究 

１．研究の対象 

2007 年 1 月１日より 2017 年 12 月 31 日までに、国立がん研究センター東病院、国立がん研

究センター中央病院、愛知県がんセンター中央病院、大阪国際がんセンター、神奈川県立が

んセンター、がん研有明病院などにおいて切除不能膵退形成癌と診断された患者さんを対象

とします。 

２．研究目的・方法 

研究の概要：膵退形成癌は、一般に悪性度の高い腫瘍と考えられていますが、まれな腫瘍で

あることから、不明な点が多いのが現状です。治療として切除可能な病変に対しては手術が

行われますが、転移などの理由により切除不能なケースや再発に対しては、ゲムシタビンな

どをはじめとした、膵癌に準じた薬物治療が多く行われています。しかし、これまでの報告の

大半は１例報告や切除例での検討によるものであり、切除不能な病変に対する治療の有効

性について検討されたことはありません。近年、膵癌に対する薬物治療はゲムシタビン＋ナ

ブパクリタキセル併用療法をはじめとして開発が進んでおり、治療の選択肢が増えつつあり

ます。そこで私たちは、膵退形成癌で薬物療法をはじめとした様々な治療を受けた患者さん

の診療録を元に、その治療の効果について調べることにしました。 

研究の意義：膵退形成癌に対する治療がどれだけ有効であるかを調べることは、今後同じよ

うな患者さんに対して治療を行う上で大変重要な情報となります。 

目的：この研究は膵退形成癌の患者さんに対する治療がどれだけ有効であるかを調べます。 

方法：当院のほか、国立がん研究センター中央病院、愛知県がんセンター中央病院、大阪国

際がんセンター、神奈川県立がんセンター、がん研有明病院などの診療録を用いて、該当す

る患者さんの全身状態、治療内容、生存期間、治療の有効性などについて調べます。 

研究実施期間： 

調査対象期間：2007 年 1 月 1 日～2017 年 12 月 31 日まで 

データ収集および解析期間；倫理審査委員会承認日から 2 年間 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

治療開始時の年齢や、性別、UICC 第 8 版に基づいた腫瘍のステージ、治療内容や開始日、

転帰及び確認日等 

 

４．外部への試料・情報の提供・公表 

データセンターへのデータの提供は、匿名化された調査票の郵送によって行われ、研究事務

局以外の第三者に提供されることはありません。 

対応表は、各施設の研究責任者が管理します。 



本研究の内容に関しては、データの収集及び解析が終了した時点で、研究全体の検討を実

施し、速やかに学会発表および論文発表が行われます。 

 

５．研究組織 

医療機関 研究責任者 

愛知県がんセンター中央病院 水野 信匡 

石川県立中央病院 消化器内科 辻 国広 

大阪医療センター 肝胆膵外科 濱 直樹 

大阪市立大学肝胆膵内科 松本一寛 

大阪府立成人病センター  高田 良司 

岡山大学 堀口 繁 

沖縄県立中部病院 吉田 幸生 

香川大学 奥山  浩之 

神奈川県立がんセンター  上野 誠 

金沢大学附属病院 寺島 健志 

がん研有明病院 尾阪 将人 

関西医科大学 柳本泰明 

京都府立医科大学 森口  理久 

杏林大学 岡野 尚弘 

近畿大学 奥野 達哉 

神戸市立医療センター中央市民病院 腫瘍内科 / 消化器内科 佐竹 悠良 

国立がん研究センター中央病院 森実 千種 

国立がん研究センター東病院 池田 公史 

国立国際医療研究センタ- 小島 康志 

埼玉県立がんセンタ- 清水  怜 

佐賀県医療センター好生館 古賀 風太 

札幌医科大学医学部 本谷 雅代 

札幌厚生病院 岡村 圭也 

四国がんセンター 浅木 彰則 

静岡県立静岡がんセンター 戸高 明子 

東京女子医科大学病院 （本院） 樋口 亮太 

東京女子医科大学附属八千代医療センター 倉持 英和 

聖マリアンナ医科大学 水上 拓郎 

千葉県がんセンター 須藤 研太郎 

千葉大学大学院医学研究院 鈴木  英一郎 

帝京大学医学部 和田 慶太 



手稲渓仁会病院  矢根 圭 

東海大学医学部 小川 真美 

栃木県立がんセンター  行澤 斉悟 

鳥取大学医学部附属病院 松本 和也 

名古屋市立西部医療センター 木村  吉秀 

新潟県立がんセンター内科 塩路  和彦 

兵庫県立がんセンター 三木 生也 

福島県立医科大学医学部 鈴木 玲 

慶応大学 林 秀幸 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 三輪 治生 

松山赤十字病院 畔元 信明 

大阪大学 山井 琢陽 

北海道大学 川本 泰之 

 

６．問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。 

この場合も患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究代表者：今岡 大 

〒277-8577 千葉県柏市柏の葉 6-5-1 

国立がん研究センター東病院 肝胆膵内科 

TEL 04-7133-1111 

FAX 04-7133-0335 

 

 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


